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	00_連絡協議会資料（市民局国際平和・ダイバーシティ推進課 ver2
	01_1_地域防災拠点に外国人の方々が避難して来た時に備えて（案）ver６
	01_2_（別紙１）避難所ってどんなところ00_日本語(0424修正後）
	02_(拠点総会送付用）02_男女ニーズの違いに配慮した防災研修等について【20260501修正】（
	02_1_【確定】男女ニーズの違いに配慮した防災研修チラシ
	
	男女ニーズの違いに配慮した
	講義
	ワーク
	日時／会場
	３回とも同じ内容です。いずれかの日時にご参加ください。
	14:00 ~ 16:00
	磯子区役所
	14:00 ~ 16:00
	中区役所（本館）
	10:00 ~ 12:00

	対象／定員
	地域防災拠点の運営委員長、運営委員／各回60人 　※その他関心のある方もぜひご参加ください。

	申込 方法



	02_2_【確定】女性の防災担い手研修
	
	参加費 無料
	主催：男女共同参画センター横浜
	対象・定員：横浜市内18区 地域防災拠点の運営委員や委員候補の　　　　 　　　　　　女性／50人（１拠点２名まで）
	「女性の防災担い手研修」
	地域の防災訓練や運営にいかせるヒントがたくさん！ グループワークでアイデアを出し合いながら参加者同士の交流も
	第１回
	13:30～16:30
	講義＆ワーク
	安心できる避難所づくりとは？ 市内地域防災拠点の事例を聴く


	第２回
	13:30～16:30
	講義＆ワーク
	学び実践する― もしものときにも平時にも大切な“話し合う力”


	第３回
	13:30～16:30
	講義＆ワーク
	仲間とともに考える―地域で取り組みたいこと、やってみたいこと

	申込 方法
	会場
	全３回の連続講座のため、すべての回のご参加をお願いします。
	受付期間：7月1日(水) から 8月24日(月)まで
	地域防災拠点ごとに運営委員長から受講者２名までをご推薦のうえ、右上の二次元コード「お申込みはこちら」より横浜市電子申請システムでWEB入力、または受講申込書をFAXでご送付ください。

	問合せ先：045-862-5052 男女共同参画センター横浜（フォーラム） 地域防災研修事務局
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